
別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1 地域活性化措置 むつ市消防活動提供事業 むつ市 818,722,537 300,000,000



Ⅱ．事業評価個表

（単位：円）

番号

1

交付金事業の概要

　消防職員人件費（5署合計）：140名

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約金額

消防職員人件費 818,722,537

むつ市

むつ消防署、大湊消防署、大畑消防署、川内消防分署、脇野沢消防分署

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

総事業費

818,722,537 0

300,000,000

 市民の生命、身体及び財産を火災から保護する「警防活動」、傷病者に対し、適切な処置を行い、病
院へ搬送する「救急活動」、災害や事故による危険状態から救出する「救助活動」を行っている市内3
消防署、2消防分署の消防活動運営費

300,000,000

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし

　本事業の実施は、地域住民の民生安定、福祉の向上に寄与し、防災体制の維持を図るものであり、地域住民にとって欠くことのできない事業であることから、来
年度以降も交付金の充当を検討していく予定である。

　特に予定なし

措　　置　　名

地域活性化措置

交付金事業実施場所

交　付　金　事　業　名

むつ市消防活動提供事業

交付金事業の成果及び評価

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

契約の相手方

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

平成27年度の消防活動実績については、火災対応がむつ消防署15件、大湊消防署5件、大畑消防署2
件、川内消防分署5件、脇野沢消防分署1件、救急対応がむつ消防署1,106件、大湊消防署404件、大畑
消防署334件、川内消防分署237件、脇野沢消防分署149件となり、十分な活動を行うことができた。
また、予防活動についても積極的に行っており、各種団体や学童等を対象に消防・避難訓練、救命講
習を実施し、地域住民の知識普及にも貢献している。
さらに、これらの消火、救急活動に万全の体制で従事すべく、職員は日々訓練に励んでおり、地域の
防災の要としての士気も高く、本事業の実施は消防体制の整備に寄与している。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1 地域活性化措置 むつ市健康推進事業 むつ市 143,995,079 143,500,000



Ⅱ．事業評価個表
（単位：円）

番　号
1

交付金事業の概要

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

平成27年度保健・予防活動実績

契約の目的 契約の方法 契約金額
保健師等人件費 143,995,079

本事業は市民が健康的で充実した生活を送るために欠かせないものであり、来年度以降も交付金を充当していく予定である。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約
契約の相手方

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無
　特に予定なし
本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

交付金事業の成果及び評価 　本事業の実施により保健活動の充実を図り、疾病の早期発見、健康被害の防止や抑制を行い、市民の健康維
持、増進に寄与した。

母子保健活動・・・受講（診）者数のべ15,811人（赤ちゃん教室・妊婦訪問指導、むし歯予防事業等）
予防接種・・・・・・・受講（診）者数のべ31,365人
成人保健活動・・・受講（診）者数のべ33,794人（各種健康診査・健康教室・保健指導）
食育推進活動・・・受講（診）者数のべ1,371人（保育所、幼稚園等での食育教室等）

交付金事業実施場所 市内一円
　市民の健康維持、増進のための各種健康診査、健康相談、栄養指導、歯科保健指導といった様々な保健活動に
従事する保健師、看護師、栄養士、歯科衛生士の人件費に交付金を充当したものである。

保健師19名
看護師 2名
栄養士 3名
歯科衛生士2名

総事業費（単位：円）
143,995,079

143,500,000
0

143,500,000

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
地域活性化措置 むつ市健康推進事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市



別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1 地域活性化措置 むつ市保育サービス提供事業 むつ市 79,148,564 79,000,000



Ⅱ．事業評価個表
（単位：円）

番　号
1

交付金事業の概要

＜保育所＞所　長：　１名 保 育 士： １１名 　調理師：　３名 用務員：　１名
＜児童館＞館　長：　1名　　　　　 館長補佐：　1名 　保育士：　２名　児童厚生員：　５名　清掃作業員：　1名

　　　　
交付金充当額

うち文部科学省分
うち経済産業省分

◇保育所入所児童数：53名（Ｈ28.3.31現在）
◇児童館利用者数 　：1,181名（月平均）

契約の目的 契約の方法 契約金額
保育所職員人件費 56,278,939
児童館職員人件費 22,869,625

　特に予定なし
本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方
　本事業の実施は、児童の健全育成上欠くことのできないものであり、また、保護者の労働機会の拡大、生活の安定に貢献するなど地域住民にとって必要な事業で
あることから、来年度以降も交付金の充当を検討していく予定である。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし

交付金事業の成果及び評価 　本事業の実施により、保育所及び児童館運営事業が円滑に実施され、乳幼児及び児童を保育又は支援、指導
し、これら児童の健全育成や心身の安全確保、保護者の就労機会の拡大や生活基盤の安定、ひいては児童福祉
の充実と向上、安心して暮らせるまちづくりに寄与した。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約
契約の相手方

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

交付金事業実施場所 市立保育所（新町）、市立児童館（中島・正津川）
　市内保育所へ入所している乳児・幼児がよい環境、よい指導者の下で心身ともに健やかに、そして、社会に適応
するよう育成している保育所運営事業と、大畑地区2児童館において、放課後及び長期休暇中に児童へ健全な遊び
を与え、健康を増進させ、情操を豊かにするため指導している児童館運営事業に係る人件費に交付金を充当したも
のである。

総事業費（単位：円）
79,148,564

79,000,000
0

79,000,000

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
地域活性化措置 むつ市保育サービス提供事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市



別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1 地域活性化措置 むつ市社会教育施設運営事業 むつ市 86,292,825 86,000,000



Ⅱ．事業評価個表

（単位：円）
番  号

7

交付金事業の概要

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

　○中央公民館　　 主催事業実施    　 204回
　　　　　　　　　　　　 施設利用者数　     38,094人

　○市立図書館　　 開館日数     　　　　341日
　　　　　　　　　　　　 利用者数　　　　     50,104人（移動図書館利用含む）

契約の目的 契約の方法 契約金額
中央公民館職員人件費 25,453,481
電気料金 随意契約 1,883,956
水道料金・下水道料金 随意契約 326,588
図書館職員人件費 51,369,886
電気料金 随意契約 6,419,673
水道料金・下水道料金 随意契約 839,241

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約
契約の相手方

　本事業の実施は、地域住民の生活の質や職業能力の向上、健康の増進、情操の純化、自己啓発の充実を目指しており、青少年の健全育成や地域住民が生涯学習
を進める上で基本的かつ重要なものであり、教育環境の向上と文化の発展にとって欠くことのできないものであることから、来年度以降も交付金の活用を検討していく
予定である。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし

東北電力株式会社
むつ市公営企業管理者

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無
　特に予定なし

総事業費（単位：円）
86,292,825

86,000,000
0

86,000,000

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

交付金事業の成果及び評価 　市民各界各層の様々な学習や文化活動の拠点である中央公民館及び利用者のニーズに応え幅広い情報と知識
を提供する図書館で、業務に従事する職員の人件費、電気料、水道料の運営維持費に交付金を活用することにより
施設の円滑な事業運営が図られ当市の社会教育環境の充実に寄与した。

むつ市中央公民館、むつ市立図書館
　むつ市の主要な社会教育施設の運営費に交付金を充当したもの。

○中央公民館：市の生涯学習推進の中核として、教育、学術、文化に関する各種事業を実施し、また様々な活動の
　拠点となっている。（職員8名分の人件費、電気料、水道料に充当）

○市立図書館：地域住民に対し、図書・視聴覚資料を提供するほか地域の芸術・文化・情報を発信している。
　（職員21名分の人件費、電気料、上下水道料に充当）

東北電力株式会社
むつ市公営企業管理者

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
地域活性化措置 むつ市社会教育施設運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市
交付金事業実施場所



別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1 地域活性化措置 むつ市小中学校維持運営事業 むつ市 85,383,385 85,000,000



Ⅱ．事業評価個表
（単位：円）

番号
1

交付金事業の概要

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

◇小学校児童数：2,872名（Ｈ28.3月末）
◇中学校生徒数：1,655名（Ｈ28.3月末）

契約の目的 契約の方法 契約金額
電気料金 随意契約 59,485,340
水道料金・下水道料金 随意契約 25,898,045むつ市公営企業管理者

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無
　特に予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方
　本事業の実施は、教育環境の向上により、豊かな教養と高度な知識や技能を備えた人材を育成することに繋がるものであり、地域が発展する上で必要な事
業であることから、来年度以降も継続を検討していく。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし

交付金事業の成果及び評価 　当事業の実施により、市内22小中学校を安定的・継続的に運営することができ、児童生徒の潤いと活気に
満ちた学校生活と快適で安全な教育環境の充実に大きく寄与している。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約
契約の相手方

東北電力株式会社

交付金事業実施場所 市内小・中学校
　市内小中学校に通学する生徒に対して、よりよい教育環境を提供するための13小学校、9中学校に係る維
持運営費（電気料、水道料、下水道料10ヶ月分）

総事業費
85,383,385

85,000,000

85,000,000

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
地域活性化措置 むつ市小中学校維持運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市



別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1 地域活性化措置 むつ市乳幼児等医療費給付事業 むつ市 38,941,582 22,000,000



Ⅱ．事業評価個表

（単位：円）

番号

1

交付金事業の概要

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約金額

乳幼児等医療費の給付に関する診査支払 随意契約 38,941,582

0

22,000,000

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名

地域活性化措置 むつ市乳幼児等医療費給付事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市

 本事業は、小学校就学前の乳幼児の自己負担に係る医療費並びに小中学生の入院時の自己負担に係る
医療費を給付するものである。

交付金事業の成果及び評価

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の相手方

青森県国民健康保険団体連合会　ほか

　本事業の実施により、乳幼児等を持つ家庭の医療費負担が軽減されることで、安心して医療を受け
られ、子育てがしやすい環境づくりに寄与している。また、出生率の低下や人口減少を改善する方策
にも繋がり、住民福祉の向上に資するものである。

交付金事業実施場所 市内一円

総事業費

38,941,582

22,000,000

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

　特に予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

　本事業は、家計における医療費負担の軽減を通して、出生育児環境の整備や生活の質の維持･向上、乳幼児等の健やかな発達と健康の保持増進に資するも
のであり、こうした事業の果たす役割を鑑み、これを安定的･継続的に実施するために来年度以降も交付金の充当を検討していく予定である。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし



別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1 地域活性化措置 むつ市妊婦健診委託事業 むつ市 39,878,020 39,500,000



Ⅱ．事業評価個表

番　号
1

交付金事業の概要

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

・妊婦健診第1回～第14回 延べ4,511件

・子宮頸がん検診 延べ356件
・超音波検査 延べ1,417件
・HTLV－１抗体検査 延べ354件
・性器クラミジア検査 延べ354件

合計 延べ6,992件

契約の目的 契約の方法 契約金額
健康診査等の委託 随意契約 39,878,020

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
地域活性化措置 むつ市妊婦健診委託事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市
交付金事業実施場所 市内一円

　本事業は、市民が安心して妊娠・出産ができる体制の確保を目的として、母子保健法第１３条に基づき、妊婦１人
につき基本的な妊婦健診１４回と子宮頸がん検診、HTLV-1抗体検査、性器クラミジア検査各１回と超音波検査４
回を無料で実施し、その健診委託料に対して交付金を充当するものである。

総事業費（単位：円）
39,878,020

39,500,000
0

39,500,000
交付金事業の成果及び評価 　本事業の実施により、母胎や胎児の健康が確保されるとともに妊婦及びその家族の経済的及び精神的負担が軽

減され、安心して妊娠・出産ができる環境づくりに寄与している。また、少子化の解消に繋がる方策として住民福祉
の向上に資するものである。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約
契約の相手方

青森県医師会　他41件

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無
　特に予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方
　本事業の実施により、市民の妊娠期の健康管理体制の充実が図られることで、住民福祉の向上に寄与するため、来年度以降も交付金の充当を検討していく予定
である。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし



別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1 地域活性化措置 むつ市健康診査委託事業 むつ市 49,979,052 40,000,000



Ⅱ．事業評価個表

番　号
1

交付金事業の概要

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

【各検診受診数・率】（国庫補助対象者含む）
対象者数（人） 　受診者数（人） 受診率（％）　 受診率前年度比（％）

○胃がん検診（対象：40歳以上） 21,340 3,279 15.4 0.3
○大腸がん検診（対象：40歳以上） 21,340 4,183 19.6 0.8
○前立腺がん検診（対象：50歳以上） 7,570 1,276 16.9 0.0
○肺がん検診（対象：40歳以上） 21,340 4,017 18.8 0.4
○子宮頸がん検診（対象：20歳以上） 14,658 2,135 14.6 0.6
○乳がん検診（対象：30歳以上女性） 12,997 1,521 11.7 0.3

契約の目的 契約の方法 契約金額
健康診査業務委託 随意契約 49,979,052

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
地域活性化措置 むつ市健康診査委託事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市
交付金事業実施場所 市内一円

　当市では市民が生き生きし安心して暮らせるまちづくりをめざし、健康の増進や疾病予防を図るため、総合的か
つきめ細やかな保健事業を推進している。その中で総合健診としての特定健診及び各種がん検診の実施にあ
たっては、各地区において検診車による検診を行い全市域の住民が受診できるよう利便を図っている。これら検
診委託業務のうちがん検診を事業対象とし交付金を充当したものである。

総事業費（単位：円）
49,979,052

40,000,000
0

40,000,000
交付金事業の成果及び評価 　本事業の実施により、疾病の早期発見、早期治療が可能となり市民の健康維持・増進のための支援が図られ

た。市内各地域での検診車による実施や胃、大腸、肺、前立腺がんについては土曜・日曜にも実施するなど受診
機会の拡充に努めた結果、一部受診率の向上がみられている。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約
契約の相手方

公益(財)青森県総合健診センター

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無
　特に予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方
検診受診率は毎年わずかずつだが上昇傾向にある。しかしまだまだ高いとは言えないため、今後も市民の健康増進、疾病の予防を図るためにも、交付金の活用
について検討していく予定である。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし



別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番
号

措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1 地域活性化措置
むつ市ウェルネスパーク・むつ市都市公園施設・むつ市兎沢スキー場・
むつ市下北自然の家管理運営事業

むつ市 238,645,583 190,000,000



Ⅱ．事業評価個表
（単位：円）

番号
1

交付金事業の概要

　指定管理施設〔管理者〕
　・むつ市ウェルネスパーク〔山内土木株式会社〕
　・大畑中央公園及びむつ市兎沢スキー場〔一般財団法人 むつ市教育振興会〕
　・むつ市下北自然の家〔一般財団法人 むつ市教育振興会〕

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

◇平成27年度施設利用者数 ウェルネスパーク ： 321,751人
大畑中央公園 ：   17,065人
兎沢スキー場 ：     1,651人
下北自然の家 ：     9,186人

契約の目的 契約の方法 契約金額
むつ市ウェルネスパーク管理運営 随意契約（指定管理者制度） 105,783,000
大畑中央公園・兎沢スキー場管理運営随意契約（指定管理者制度） 44,340,083
むつ市下北自然の家管理運営 随意契約（指定管理者制度） 88,522,500一般財団法人　むつ市教育振興会

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無
　特に予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方
　本事業は、地域住民の健康増進、スポーツによる交流、生涯学習だけではなく、様々なイベントによる文化交流、産業交流などを通じ、地域活性化に寄与する事
業であることから、来年度以降も継続を検討していく。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし

交付金事業の成果及び評価

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約
契約の相手方

山内土木株式会社

交付金事業実施場所 むつ市ウェルネスパーク、大畑中央公園、むつ市兎沢スキー場、むつ市下北自然の家

総事業費
238,645,583

190,000,000

　市内４施設の管理運営に指定管理者制度を導入し、民間経営のノウハウ等を活用することにより、一年を通し
て柔軟で質の高いサービスを提供することができ、市民のスポーツ活動や生涯学習の充実、また、施設の管理運
営経費の削減が図られ、効率的・効果的な施設運営事業に寄与した。

一般財団法人　むつ市教育振興会

190,000,000

　スポーツ振興及び生涯学習の拠点施設として整備した市内４施設の管理運営に係る指定管理料

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
地域活性化措置 むつ市ウェルネスパーク・むつ市都市公園施設・むつ市兎沢スキー場・むつ市下北自然の家管理運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市



別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番
号

措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維
持運営等措置

高規格救急自動車整備事業(川内消防分署） むつ市 44,236,800 40,000,000



Ⅱ．事業評価個表
（単位：円）

番号
1

交付金事業の概要

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

＜平成２７年1月～平成28年2月出動実績＞　※（）内は整備した高規格救急自動車の出動回数
　　　　                      出動回数　　計 276回（68回）

        内訳  　   一般負傷： 　36回（12回）
　　　　              急病： 219回（52回）

　　　　              そ の 他 ： 　21回（ 4回）

契約の目的 契約の方法 契約金額
高規格救急自動車 随意契約 22,636,800円
高度救命処置用資機材 指名競争入札 21,600,000円

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 高規格救急自動車整備事業(川内消防分署）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市
交付金事業実施場所 むつ市内

本事業は、急病人や負傷者を収容し、応急処置を行いながら医療機関まで搬送することを主な目的とし、事故や
災害時における多岐にわたる事案で活動する、高規格救急自動車及び高度救命処置用資機材の整備を行うも
のである。

総事業費
44,236,800

40,000,000

40,000,000
交付金事業の成果及び評価

　本事業の実施により、傷病者の救急搬送の際、救急救命士が適切な救命処置を行うことができる体制が整備さ
れ、市民の安心安全の確保、消防への信頼・需要に応え、市の基本方針である｢人が生き生きし安心して暮らせ
るまちづくり｣の実現に大きく寄与することができた。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約
契約の相手方

青森トヨタ自動車株式会社むつ店
株式会社シバタ医理科むつ営業所

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無
　特に予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方
－

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし



別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番
号

措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1 地域活性化措置 むつ市小中学校維持運営事業（燃料） むつ市 25,308,134 25,000,000



Ⅱ．事業評価個表
（単位：円）

番号
1

交付金事業の概要
維持運営費 （重油代、灯油代）

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

◇小学校児童数：2,908名（Ｈ28.2月末）
◇中学校生徒数：1,656名（Ｈ28.2月末）

契約の目的 契約の方法 契約金額
灯油料金 指名競争入札 12,814,667
A重油料金 指名競争入札 12,493,467

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
地域活性化措置 むつ市小中学校維持運営事業（燃料）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市
交付金事業実施場所 市内小・中学校

　市内小中学校に通学する生徒に対して、よりよい教育環境を提供するための13小学校、9中学校に係る

総事業費
25,308,134

25,000,000

25,000,000
交付金事業の成果及び評価

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約
契約の相手方

株式会社　スケカワ石油　ほか

　当市では義務教育において、知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな児童生徒の育成を基本とし、確かな学
力の定着と心の教育を重視し、教育活動の充実に取り組んでいる。本事業の実施により、安定的、継続的に、
より良い教育環境が小中学校の児童生徒に提供され、教育環境の向上に寄与した。

株式会社　野村商事　ほか
成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無
　特に予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方
　本事業の実施は、教育環境の向上により、豊かな教養と高度な知識や技能を備えた人材を育成することに繋がるものであり、地域が発展する上で必要な事
業であることから、来年度以降も継続を検討していく。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし



別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番
号

措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1 地域活性化措置 むつ市インフルエンザワクチン接種促進事業 むつ市 53,819,676 50,000,000



Ⅱ．事業評価個表
（単位：円）

番号
1

交付金事業の概要

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

平成27年10月～平成28年1月

インフルエンザワクチン接種助成　のべ人数　17,022人

契約の目的 契約の方法 契約金額（実績）
インフルエンザ予防接種委託 随意契約 菊池医院 4,694,094

北村医院むつレディスクリニック 3,036,468
たなか泌尿器科クリニック 350,220
田村胃腸科内科医院 2,002,860
千田医院 832,480
ちば小児科アレルギー科クリニック 3,380,375
中央内科クリニック 3,014,698
中央レディスクリニック 836,664
角田整形外科医院 614,827
どんぐりこどもクリニック 3,897,657
はまなす苑 0
ふじた脳神経クリニック 1,981,740
ほそかわ耳鼻咽喉科クリニック 5,020,864

50,000,000

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
地域活性化措置 むつ市インフルエンザワクチン接種促進事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市

交付金事業の成果及び評価

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約
契約の相手方

　本事業の実施により、幅広い年齢層の市民が実施効果を享受でき、また、市民の健康増進及び公衆衛生の向上
並びに健康被害の拡大防止に大きく寄与した。

交付金事業実施場所 市内一円
　当市では市民が生き生きし安心して暮らせるまちづくりをめざし、健康の増進や疾病予防を図るため総合的かつき
め細やかな保健事業を推進している。その中で、冬期における季節性インフルエンザ、また新型インフルエンザの
対策として、全市民を対象にワクチン接種に対する助成に交付金を充当したものである。

総事業費
53,819,676

50,000,000



前田内科医院 1,866,199
三上医院 2,433,677
みちのくクリニック 2,483,320
村中内科・心療内科医院 2,604,453
柳谷ひ尿器科皮ふ科クリニック 431,720
むつ総合病院 7,672,768
むつリハビリテーション病院 653,180
川内診療所 2,114,039
大畑診療所 2,635,932
脇野沢診療所 1,261,441

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無
　特に予定なし
本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方
　

　本事業の実施は、疾病の重症化を防止し、市民の健康増進に寄与するものであるため、来年度以降も交付金の活用について検討していく予定である。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし



別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1 地域活性化措置 むつ市地域振興基金造成事業 むつ市 478,000,000 478,000,000



Ⅱ．事業評価個表
（単位：円）

番号
1

交付金事業の概要

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約金額
事業運営基金の造成 478,000,000

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無
　特に予定なし
本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方
　基金造成により安定的で、効率的な事業運営が可能となるため、今後も計画的な基金造成を実施を検討する予定である。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 平成31年度

交付金事業の成果及び評価 　後年度における電源立地地域対策交付金及び地方交付税の減収に備え、消防活動提供事業の事業運営費に充
当するため基金を造成するもので、これにより安定的で効率的な事業運営が可能となり、住民サービスの向上へ寄
与するものである。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約
契約の相手方

交付金事業実施場所 市内一円
　後年度以降の消防活動提供事業等の事業運営に要する経費に充当するため、基金造成をする。

総事業費
478,000,000

478,000,000

478,000,000

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
地域活性化措置 むつ市地域振興基金造成事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市



別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番
号

措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1 地域活性化措置 むつ市学校給食・環境整備提供事業 むつ市 175,148,109           175,000,000           

2 地域活性化措置 むつ市予防接種助成事業 むつ市 70,954,588            70,500,000             

3 地域活性化措置 むつ市一般廃棄物収集運搬等事業 むつ市 271,663,200           271,000,000           

4 地域活性化措置 むつ市下水道施設等維持運営事業 むつ市 22,851,275            22,500,000             

5 地域活性化措置 むつ市小中一貫教育非常勤講師配置事業 むつ市 15,450,000            15,000,000             



Ⅱ．事業評価個表
（単位：円）

番　号
1

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

◇小学校児童数：2,872名（Ｈ28.3月末）
◇中学校生徒数：1,655名（Ｈ28.3月末）

契約の目的 契約の方法 契約金額

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方
　本事業の実施は、児童・生徒が豊かで快適な学校生活を送るために必要なものであり、また、健全育成上欠くことのできない事業であることから、来年度以降
も交付金の活用を検討していく予定である。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約
契約の相手方

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無
　特に予定なし

総事業費（単位：円）
175,148,109

175,000,000
0

175,000,000
交付金事業の成果及び評価 　 本事業の実施により、安定的に学校給食と快適で安全な教育環境が提供され、児童生徒の食育の推進や

心身の健全育成、より良い教育環境の確保に寄与している。

交付金事業実施場所 市内小・中学校
交付金事業の概要 　市内13小学校、9中学校、１給食センターの各施設において、児童・生徒へ給食を提供している調理員及び

学校の環境整備業務を行っている用務員、合計82名分の人件費に交付金を充当したものである。

　用務員：正職員2名、臨時職員33名　計35名
　調理員：正職員14名、臨時職員33名　計47名

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
地域活性化措置 むつ市学校給食・環境整備提供事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市



Ⅱ．事業評価個表
（単位：円）

番　号
2

交付金事業の概要

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

【予防接種対象者数、接種者数】
　接種者数（人）

○四種混合（対象：乳幼児） 1,499
○MR混合（対象：乳幼児） 670
○ヒブワクチン（対象：乳幼児） 1,479
○小児用肺炎球菌ワクチン（対象：乳幼児） 1,486
○水痘ワクチン（対象：乳幼児） 651
○高齢者肺炎球菌ワクチン（対象：高齢者） 1,481
○ロタウイルスワクチン 582
○B型肝炎ワクチン 649
○おたふくかぜワクチン 420

契約の目的 契約の方法 契約金額

交付金事業の成果及び評価

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方
本事業は、市民の病気予防と蔓延防止のために必要な予防接種を安価に提供することで、住民福祉の向上及び将来リスクの低減を図っており、来年度以降も交
付金の充当を検討していく予定である。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約
契約の相手方

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無
　特に予定なし

交付金事業実施場所 市内一円
　当市では市民の病気予防と蔓延防止のため、乳幼児及び児童生徒等を対象に各種予防接種の費用助成を行
い、安価な料金で接種を提供することにより住民福祉の向上及び将来リスクの低減を図っている。この予防接種
の助成費用を事業対象として交付金を充当したものである。

総事業費（単位：円）
70,954,588

　本事業の実施により、市民に対し、予防接種の負担を軽減するとともに接種機会の増進を図り、乳幼児、児童生
徒等の感染症の疾病の予防や蔓延防止、将来における発病リスクの低減に寄与した。

70,500,000
0

70,500,000

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
地域活性化措置 むつ市予防接種助成事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市



Ⅱ．事業評価個表

（単位：円）
番　号

3

交付金事業の概要

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約金額
一般廃棄物収集運搬等委託 指名競争入札

むつA 10,746,000
むつB 10,821,600
むつC 11,080,800
むつD 10,918,800
むつE 10,908,000
むつF 10,929,600
むつG 10,962,000
むつH 10,929,600
むつI 11,070,000
むつJ 11,210,400
大畑A 10,908,000
大畑B 11,048,400
大畑C 10,972,800
川内A 11,329,200

交付金事業の成果及び評価 　市内各所のステーションから、効率的かつ安定的に廃棄物を収集・運搬することにより、市民の衛生的な生
活環境を維持するとともに分別を進めることによる資源のリサイクルにも寄与した
○収集実績(4～3月)
・可燃ごみ　　 12,344 t
・不燃ごみ　　    715 t
・資源ごみ        805 t         計　13,864 t

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約
契約の相手方

種別：第1類　可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ（缶類）の収集運搬
むつ下北清掃事業協同組合
むつ下北清掃事業協同組合
むつ市廃棄物適正処理協同組

むつ下北清掃事業協同組合

交付金事業実施場所 市内一円
　むつ市の一般家庭から排出される一般廃棄物の収集運搬等業務委託料に交付金を充当

 ○市内各所のステーションから一般廃棄物を収集・運搬
　・可燃ごみについては週2回
　・不燃ごみ・資源ごみについては月2回収集運搬し廃棄物処理施設に搬入
　・これら収集運搬業務については民間業者に委託して実施

総事業費（単位：円）
271,663,200

271,000,000
0

271,000,000

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
地域活性化措置 むつ市一般廃棄物収集運搬等事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市

むつ市廃棄物適正処理協同組

むつ市廃棄物適正処理協同組
むつ下北清掃事業協同組合
むつ下北清掃事業協同組合
むつ下北清掃事業協同組合

(株)新谷水道工業所
むつ下北清掃事業協同組合
北進運輸
むつ市廃棄物適正処理協同組
北進運輸



川内B 11,383,200
脇野沢A 11,005,200
脇野沢B 11,037,600

むつA 9,622,800
むつB 9,460,800
むつC 9,460,800
むつD 9,428,400
大畑 10,152,000
川内・脇野沢 10,141,200

川内清掃セン 13,078,800
大畑清掃セン 13,057,200

271,663,200

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし

種別：各清掃センターにおける資源ごみの分別運搬

合計
成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無
　特に予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方
効率的かつ安定的に一般廃棄物収集運搬事業を実施するため来年度以降も継続を検討していく。

むつ市廃棄物適正処理協同組
北進運輸

種別：第2類　資源ごみ（びん類、ペットボトル等）、有害ごみの収集運搬

むつ下北清掃事業協同組合

むつ市廃棄物適正処理協同組
(株)新谷水道工業所
(株)新谷水道工業所

むつ市廃棄物適正処理協同組
むつ下北清掃事業協同組合
(株)新谷水道工業所
(有)むつ中央トラック
(株)新谷水道工業所



Ⅱ．事業評価個表
（単位：円）

番  号
4

交付金事業の概要

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

【下水道処理人口：10,099人】
○むつ処理区　　　2,540人
○川内処理区　　　2,896人　
○大畑処理区　　　3,719人
○脇野沢処理区 　  944人
　＜平成27年度末現在＞

契約の目的 契約の方法 契約金額

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
地域活性化措置 むつ市下水道施設等維持運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市
交付金事業実施場所 市内（処理場6カ所、マンホールポンプ41基）

　当市では、平成17年の市町村合併前から下水道事業を実施し、供用を開始している。下水道は市民の衛生
的で快適な生活環境の実現や豊かな自然環境と海産資源の保全のための重要な公共施設であるが、供用か
らの年数が浅いことや長引く不況や高齢者世帯の増加から下水道への接続件数が伸び悩んでおり、下水道事
業の経営は困難な状況にある。このため、下水道施設の管理費の一部に交付金を充当したものである。

　・処理場電気料・・・6カ所（10ヶ月分）
　・マンホールポンプ電気料・・・42基（10ヶ月分）

総事業費（単位：円）
22,851,275

22,500,000
0

22,500,000
交付金事業の成果及び評価 　市民の衛生的で快適な生活環境作りに寄与し、また下水道事業の財政基盤の強化が図られ、一般会計の繰

出金が抑制されることで逼迫した市財政の改善にも大きく寄与した。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約
契約の相手方

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無
　特に予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方
　本事業の実施は、市民の衛生的で快適な生活環境の実現や当市の豊かな自然環境と水産資源の保全のため重要であることから、来年度以降も継続を検討してい
く。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし



Ⅱ．事業評価個表

（単位：円）
番号

5

交付金事業の概要

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

◇小中一貫教育学習支援員数：10名

◇勤務小学校数：13校 

◇勤務中学校数： 9校 

契約の目的 契約の方法 契約金額

措　　置　　名 交　付　金　事　業　名
地域活性化措置 むつ市小中一貫教育非常勤講師配置事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 むつ市
交付金事業実施場所 市内小・中学校

総事業費
15,450,000

15,000,000

15,000,000

　小学校から中学校へ進む段階で、教育システムの違い等から心理的に大きな負担を感じる｢中一ギャップ｣
をはじめとした多様な教育課題を解決するために、乗り入れ授業や専科教員による授業、習熟度別授業など
の小中一貫教育を進める小中一貫教育非常勤講師を配置する。

　本事業の実施は、生徒が豊かで快適な学校生活を送るために必要なものであり、また、中一ギャップの解消を図ることで、確かな学力の定着や向上に加え、
いじめや不登校の問題など学校教育が抱える課題の克服に大いに貢献するものであることから、来年度以降も継続を検討していく。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし

契約の相手方

交付金事業の成果及び評価 　本事業の実施は、中一ギャップの解消、確かな学力の定着や向上、いじめや不登校の問題など学校教育が
抱える課題の克服に大いに貢献し、小中一貫教育の充実に寄与している。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無
　特に予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方



別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番
号

措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1 地域活性化措置 むつ市スクールサポーター配置事業 むつ市 23,290,960            22,000,000             

2 地域活性化措置 むつ市外国語指導助手配置事業 むつ市 11,540,805            10,000,000             



Ⅱ．事業評価個表

（単位：円）
番号

1

交付金事業の概要

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

◇小学校配置数：9校（21名） 配置校児童数 2,792名

◇中学校配置数：4校（7名）  配置校生徒数 1,199名　＜平成28年2月末現在＞

契約の目的 契約の方法 契約金額

　様々な要因により、学習だけではなく、学校生活において校内の移動、食事などの支援を必要としている生徒
に対して、「スクールサポーター」を配置することで、学習指導・生活指導の支援、安全の確保、教育相談を、個
別的・集団的に支援することが可能となった。

総事業費

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

23,290,960
22,000,000

22,000,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし

　本事業の実施は、生徒が豊かで快適な学校生活を送るために必要なものであり、また、集団生活の中での健全育成上欠くことのできない事業であることから、
来年度以降も継続を検討していく。

交付金事業の成果及び評価

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

契約の相手方
交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

【対象期間：平成27年4月～平成28年2月】

　学校生活を円滑に進める上で、特別な配慮が必要となっている児童・生徒へ指導・支援を行うため市内小、中
学校へ配置している「スクールサポーター」延べ28名に係る人件費

　特に予定なし

措　　置　　名
地域活性化措置

交付金事業実施場所

交　付　金　事　業　名
むつ市スクールサポーター配置事業

むつ市
むつ市内小・中学校（計13校）



Ⅱ．事業評価個表
（単位：円）

番号
2

交付金事業の概要

交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

◇小学校数：13校 　生徒数：2,908名
◇中学校数：  9校　生徒数： 1,656名　＜平成28年2月末現在＞

契約の目的 契約の方法 契約金額

　本事業を実施したことで、外国人による外国語の直接的な指導に加え、異文化と触れ合う機会の増加により、
生徒の語学力向上のみならず国際理解の基礎づくりとコミュニケーション能力の向上にも寄与した。

　外国語指導助手を招致し、中学校における外国語授業の補助、小学校における外国語会話の補助など外国
語教育推進にかかる事業運営費 （人件費延べ4名分）

措　　置　　名
地域活性化措置

交付金事業実施場所

交　付　金　事　業　名
むつ市外国語指導助手配置事業

むつ市
むつ市内小・中学校（計22校）

【対象期間：平成27年4月～平成28年2月】

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

交付金事業の成果及び評価

11,540,805
総事業費

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

10,000,000

10,000,000

契約の相手方

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし

　本事業の実施は、義務教育を受ける生徒の語学力を向上させ、国際理解を促進することで、豊かな教養と高度な知識を習得させるものであり、地域発展の観
点から人材育成は不可欠であることから、来年度以降も継続を検討していく。

　特に予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方



別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1 地域活性化措置 むつ総合病院運営事業 一部事務組合下北医療センター 415,972,409 360,000,000



Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業名

1 地域活性化措置 むつ総合病院運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 一部事務組合下北医療センター

交付金事業実施場所 むつ総合病院

交付金事業の概要

　むつ総合病院は、一部事務組合下北医療センター及び下北地域保健医療圏の中核的基幹病院として、21診
療科、434病床をもって、むつ市のみならず、下北地域全域に医療を提供している。特に、高度医療、救急医
療、周産期医療など、当圏域にとって必須の領域においては、昼夜を問わず間断のない医療提供が行われて
いる。
　この医療現場において、医師と共に医療活動を行う看護職員（保健師、助産師、看護師及び准看護師）は
入院、外来、手術等各部門において、問診、注射・与薬、食事・排泄介助、保健指導、手術補助など多種多
様な業務に従事している。このように、入院、外来患者を直接看護する重要な職務を担っている看護職員の
人件費に交付金を充当したものである。（職員281名の平成27年8～12月分給料）

　うち経済産業省分 360,000,000

交付金事業の成果及び評価

　看護業務は、入院患者や外来患者に高度で良質なサービスを安定して提供していくことが求められてい
る。更に、生活水準の向上に伴う健康に対する関心の高まり等から高度化、多様化する地域住民の医療・看
護ニーズに的確に対応するためにも、その充実強化を図っていく必要がある。
　看護師等は地域住民の生命と健康を守るため、日夜、看護業務に従事しているものであり、本事業は下北
地域の医療水準の向上と健康増進に大きく寄与している。
（平成26年度年間1日あたりの平均患者数）
・入院患者数：　　379.0人
・外来患者数：　1,169.9人

交付金充当額 360,000,000

　うち文部科学省分

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額（単位：円）

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

　本事業の実施は、地域住民の医療水準の向上及び健康増進に寄与するものであり、住民に高度で良質な医療サービスを安定して供給す
るために欠くことのできない事業であると考える。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 予定なし

総事業費（単位：円） 415,972,409


